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〈編集後記〉 
 12・1 月合併号は、2013 年度夏季実態調査の特集号としてお届け致します。 
 まず、表紙に掲げられているロゴについて、ここで概略を記しておきたいと思います。本号
冒頭にシンポジウムのプログラム詳細を添えて佐藤所員がお書きになっているように、今回の
夏季実態調査（ベトナム）は、日越友好年実行委員会によって「日本ベトナム友好年記念事業」
として認定されて開催され、このロゴの使用が認められることとなりました。2013 年は、日本
とベトナムとの間で 1973 年 9 月 21 日に外交関係を樹立してから 40 周年にあたります。これに
先立つ 2011 年、日越両国首相が「アジアにおける平和と繁栄のための戦略的なパートナーシッ
プの下での行動に関する日越共同声明」において、40 周年を記念して 2013 年を「日越友好年」
に定め、各種の友好年記念行事を実施していくこととし、在ベトナム日本国大使館をはじめと
する在ベトナムの日本関係機関が 2012 年、日本ベトナム友好年実行委員会を立ち上げました。 
 当初、専大社研とベトナム社会科学院(VASS)東北アジア研究所(INAS)との一合同研究会が予
定されていたところですが、これが研究会企画のやりとりのなかで次第に拡大･格上げされてい
くこととなり、ついにはこのような形にたどり着きました。そして研究企画の最後の詰めの段
階では、この友好年記念事業の認定に向けて佐藤所員に、膨大･詳細な書類作成を伴う申請作業
にあたっていただきました。研究会担当チーフ佐藤所員の大きな貢献をここに記しておきたい
と思います。 
 また、こうした国際交流、ここではベトナム社会科学院との諸関係ですが、本号執筆者の多
くが個々のこれまでの研究実績の中にその緒をお持ちですが、その中でも今回は特に、嶋根所
員の研究教育実績に負うところが大きいことをここに記して、感謝の意を表しておきたいと思
います。嶋根所員のもとにはその伝手をたどって現在、VASS･INAS からハ・ティ・ラン・フィ
先生が研究留学されて来ていて、本号冒頭の嶋根論考に関わる精確な機関情報をご提供いただ
いております。 
 さて、このような経緯をたどりつつとりまとめられた本号は、手にとっていただくと即･実感
されるように、非常に緻密な論攷が数多く載せられています。これは一つには、夏季･春季実態
調査の成果報告書としての特集号には、その研究ツアー参加者全員に執筆をお願いするという
スタイルが、研究会担当チーフと編集担当チーフの間で合意･調整されてきた、この数年の実績
に負うところが大きいこと、そしてさらに今号に関してはこれに加えて、ご投稿いただいた原
稿の多くが、国際シンポジウムに提出された報告用レジュメ(PPT など)をもとに質疑応答の成
果を加えて執筆されていることによります。このように本号前半は国際シンポ関連論攷となっ
ております。後半は現地実態調査に関わる論攷で、こちらもさらに充実しております。国際シ
ンポの前後に企画されたハノイおよびその近郊のフィールドワーク･実態調査参加者の論攷で
す。今号はもはや月報という体裁を超えて単行書の赴きすらある仕上がりとなっており、おか
げで事務局サイドではこの年度末に編集費の算段に四苦八苦する嬉しい悲鳴です。 
 9 月 3、4 日の国際シンポの翌日、専大社研－VASS･INAS、両所長トップ会談が行われました。
村上所長には、紆余曲折、拡大･昇華する今回の研究企画について、VASS(INAS)はもちろんの
こと、専大当局トップとの調整を含めて、非常にタフな交渉を重ねていただきました。専大サ
イド･トップとして国際シンポにご出席いただいた松木健一･専大常務理事とともに、一堂、大
きな爽やかな充実感をもって、ハノイでの懇親会の席で交わした乾杯を思い起こします。ハノ
イでの両研究所トップ会談では、今後の研究交流に向けて建設的な議論が行われ、その一項目
に研究論文の相互掲載がありました。本号掲載の幾つかの論攷を含む専大社研からの投稿が、
現在、ベトナム語に翻訳されて現地で単行書として出版される段取りです。また、VASS から
投稿された英語論文はすでに『社研月報 11 月号』に掲載されています。社研では VASS から研
究者をお招きして定例研究会を含めて研究会を重ねてきており、11 月号に嶋根所員のお書きに
なった編集後記および研究会･シンポジウム報告を改めてお読みいただくことで、今号･特集号
の位置づけがより分かりやすくなることと思います。 
 最後に、この膨大な一冊をおまとめいただいた福島･編集担当チーフに大きな感謝の意をあら
わしたいと思います。 （事務局長・大矢根淳） 
